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宇都宮税務署

阿部 辰範 副署長

宇都宮税務署

能勢 幸治 署長

公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様

方
に
は
、
平
素
よ
り
法
人
会
活
動
を
通
じ

ま
し
て
、
税
務
行
政
に
対
し
、
深
い
ご
理

解
と
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

宇
都
宮
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
能
勢

で
ご
ざ
い
ま
す
。
異
動
前
は
、
関
東
信
越

国
税
局
調
査
査
察
部
の
調
査
次
長
を
し
て

お
り
、
主
に
大
法
人
の
調
査
・
行
政
指
導

等
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
し
て
い
ま
し
た
。

栃
木
県
勤
務
は
今
回
が
初
で
あ
り
、
都
市

と
自
然
が
調
和
し
、
多
彩
な
魅
力
を
も
つ

大
都
市
圏
の
宇
都
宮
署
で
勤
務
で
き
ま
す

こ
と
を
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

前
任
の
伊
藤
同
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
本
会
長
を
は
じ
め
、
宇
都
宮
法
人
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

税
務
行
政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
の
下
、

貴
会
の
様
々
な
事
業
活
動
を
通
じ
て
多
大

な
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
税
の
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
企
業
の
発

展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
、

国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
、
経
営
者

の
団
体
で
あ
る
」
と
す
る
崇
高
な
理
念
の

下
、
公
益
性
の
高
い
様
々
な
事
業
活
動
を

積
極
的
に
展
開
さ
れ
、
会
員
に
限
ら
ず
広

く
一
般
の
皆
様
に
対
し
て
も
、
税
知
識
普

及
の
た
め
の
対
面
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、

企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の

た
め
に
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
代
を
担
う
生
徒
・
児
童
に
向

け
て
は
、
青
年
部
会
を
中
心
と
し
た
「
租

税
教
室
」
及
び
「
税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」

の
開
催
、
女
性
部
会
を
中
心
と
し
た
「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
募

集
及
び
表
彰
な
ど
、
税
の
大
切
さ
を
楽
し

く
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
租
税
教
育
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
地
域
社
会
の
活
性
化
に

資
す
る
活
動
と
し
て
、
手
作
り
介
護
用
品

や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
か
ら
募
っ
た

浄
財
で
障
害
者
福
祉
施
設
等
に
備
品
を
寄

贈
す
る
等
、
社
会
貢
献
活
動
も
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
税
務
行
政
に
携
わ

る
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
大
変
心
強

く
感
じ
て
お
り
、
黒
本
会
長
を
は
じ
め
、

役
員
並
び
に
会
員
皆
様
方
の
ご
尽
力
に
対

し
ま
し
て
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

す
。さ

て
、
近
年
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ

ル
化
が
急
速
に
進
展
す
る
な
ど
、
経
済
社

会
全
体
が
大
き
な
構
造
転
換
期
を
迎
え
る

中
で
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
経
済
社

会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
国

税
当
局
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
税
務
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
」
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

当
署
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、

納
税
者
皆
様
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
添

付
書
類
を
含
め
た
Ａ
Ｌ
Ｌ 

ｅ
–
Ｔ
ａ
ｘ
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
、
納
付
件
数
の
多
い
源
泉
所
得
税
に
つ

い
て
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
（
ｅ
–
Ｔ
ａ

ｘ
に
よ
る
口
座
振
替
）
の
利
用
拡
大
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
実
際
に

ご
利
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
研
修
会
な

ど
の
機
会
を
捉
え
た
制
度
の
周
知
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
令
和
７
年
度
の
税
制
改
正

に
よ
り
、所
得
税
の
「
基
礎
控
除
」
や
「
給

与
所
得
控
除
」
に
関
す
る
見
直
し
や
「
特

定
親
族
特
別
控
除
」
が
創
設
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
改
正
は
令
和
７
年

12
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
令
和
７
年
分
年

末
調
整
な
ど
、
令
和
７
年
12
月
以
後
の
源

泉
徴
収
事
務
に
変
更
が
生
じ
ま
す
。
当
署

と
し
ま
し
て
は
、
来
る
11
月
20
日
に
宇
都

宮
法
人
会
主
催
の
年
末
調
整
説
明
会
へ
講

師
を
派
遣
す
る
等
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

制
度
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
ま
す
よ
う
周
知

を
含
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加
え
て
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
き
ま
し
て
は
、
制
度
の
円
滑
な
定
着

に
向
け
て
、
制
度
の
周
知
広
報
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、

個
々
の
事
業
者
の
立
場
に
寄
り
添
っ
た
丁

寧
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
税
務
行
政
に
関
す
る
各
種
情

報
等
に
つ
き
ま
し
て
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
宇
都
宮
法
人

会
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
皆

様
の
ご
多
幸
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
着
任
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
宇
都
宮

税
務
署
副
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
阿
部
で

ご
ざ
い
ま
す
。
田
中
前
副
署
長
の
後
任
と

し
て
、
法
人
課
税
事
務
及
び
酒
税
事
務
を

担
当
い
た
し
ま
す
。
前
任
者
同
様
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
経
済
や
社

会
情
勢
と
と
も
に
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方

に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た

り
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
と
連
携
し
、
一
層
充
実
し
た
活
動
、

ひ
い
て
は
地
域
経
済
の
発
展
や
振
興
に
貢

献
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶
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源泉所得税のキャッシュレス納付
体験コーナーはこちら

源泉所得税のキャッシュレス納付
体験コーナーはこちら

宇都宮税務署　新陣容 （法人会関係部門）

職　　　名 氏　名 前　　　職
署長
副署長（総広管徴）
副署長（個資）
副署長（法酒）
特別国税調査官（総合調査担当）
特別国税調査官（開発調査担当）
特別国税調査官（法人担当）
総務課長
税務広報広聴官
税務広報広聴官
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（源泉担当）
法人課税第一部門　統括国税調査官
法人課税第二部門　統括国税調査官
法人課税第三部門　統括国税調査官
法人課税第四部門　統括国税調査官
法人課税第五部門　統括国税調査官
法人課税第六部門　統括国税調査官
法人課税第七部門　統括国税調査官
情報技術専門官（法人担当）
審理専門官（法人担当）
法人課税部門　連絡調整官
法人課税第一部門　上席国税調査官（法人会担当）

能勢　幸治
加藤　文子
宮崎　信宏
阿部　辰範
二瓶　佳穂
大畑　　勝
山形　秀之
阿部　智彰
太田　恵吏
栗原　宏之
武藤　賢治
瀧川　明宣
遠山　知子
小池由美子
水沼　誠宏
宮崎　陽夫
加藤新一郎
木村　哲哉
蛭川　正和
石塚　　猛
鈴木　昌利
伊藤　　浩
熊坂　洋一
柏原　宏行
小田　　聡

関東信越国税局　調査査察部　次長
（留任）
東京国税局　総務部　厚生課　課長補佐
関東信越国税局　総務部　総務課　課長補佐
大宮税務署　副署長
前橋税務署　副署長
（留任）
関東信越国税局　課税第二部　酒税課　課長補佐
関東信越国税局　徴収部　機動課　集中電話催告センター室　主査
宇都宮税務署　総務課　課長補佐
（留任）
関東信越国税局　調査査察部　調査第一部門　総括主査
（留任）
関東信越国税局  課税第二部  源泉所得税事務集中処理センター室  納付指導専門官
栃木税務署　法人課税第一部門　統括国税調査官
（留任）
（留任）
（留任）
（留任）
（留任）
金沢国税局　高岡税務署　法人課税第二部門　統括国税調査官
（留任）
浦和税務署　消費税専門官
西川口税務署　法人課税部門　連絡調整官
（留任）

源泉所得税の
キャッシュレス納付
体験コーナーを
開設しました

源泉所得税の
キャッシュレス納付
体験コーナーを
開設しました

源泉所得税のキャッシュレス納付体験コーナーとは、
e-Taxソフト（WEB版）と同様の画面操作を用いて、給与
所得・退職所得等の所得税徴収高計算書（一般用及び納期
特例用）及び報酬・料金等の所得税徴収高計算書について、作成・送
信・キャッシュレス納付手続（ダイレクト納付・インターネットバン
キング）の一連の流れを体験することができるツールです。

パソコンやスマートフォ
ンがあれば今すぐお試
しいただけます。
e-Taxの操作性を気軽
に体験することができ
ます。

事前準備不要
デモ操作ですので、ミス
を気にすることなく、利
用できます。
パソコンの操作が苦手
な方でも、安心して利用
できます。

何度でも操作可能
デモ操作の画面を確認
しながら、実際のe-Tax
の操作を行う使い方も
できます。

操作確認用に

e-Tax によるキャッシュレス納付の利便性をぜひご体験ください
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〈税の百人一首〉作品を募集

取組紹介
ページは
こちら

税を考える週間 検索

11月11日から17日は「税を考える週間」です。
税務署からのお知らせ

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていただくため、
１年を通じて租税に関する啓発活動を行っています。
　特に、毎年 11 月 11 日から 17 日までの１週間を「税を考える週間」とし、この期間を中心に様々
な情報を提供するとともに、税務行政に対するご意見やご要望をお寄せいただく機会としています。
　「税を考える週間」では、「これからの社会に向かって」をテーマとして、国税庁ホームペー
ジ（https://www.nta.go.jp）内に特設ページを設け、国税庁の各種取組について紹介
するほか、YouTube の「国税庁動画チャンネル」とともに、Ｘ（旧 Twitter）でも各種情
報を掲載・発信しています。
　ぜひ、この機会に税について考えてみてはいかがでしょうか。

税務署
だより

①

②
③
④

⑤
⑥

⑦
　

⑧
⑨

⑩

応募資格

課 題
応募点数
応募方法

応募期間
応 募 先

主 催

後 援
そ の 他

問合せ先

宇都宮市、上三川町に居住する人
宇都宮市内又は上三川町内の小・中・高等学校、専門学校、大学などに通学する
児童、生徒、学生
「税に関するもの」をテーマにした短歌
制限なし（自作・未発表のものに限る。）
応募用紙又は郵便はがき（作品・住所・氏名・職業・年齢・電話番号を明記）で
応募する。
令和７年 10 月１日㈬～10 月 31 日㈮
〒320-0857 宇都宮市鶴田 2-21-14
（公社）宇都宮法人会内「税の百人一首」実行委員会事務局
「税の百人一首」実行委員会
【構成団体】宇都宮税務行政協力会、宇都宮税務署管内租税教育推進協議会

宇都宮税務署管内国税モニター会
宇都宮税務署
優秀作品には賞を贈呈し、作者の氏名とともに税の PR 活動に活用する。
なお、作品は返却しない。
TEL 028-621-2043 （宇都宮税務署  税務広報広聴官  直通）

令和７年度税制改正における所得税の基礎控除の見直し等
令和７年度税制改正により、所得税の基礎控除の見直し等が行われました。これらの改正
は、原則として、令和７年12月１日に施行され、令和７年12月に行う年末調整から適用さ
れることとなります。
なお、令和７年11月までの源泉徴収事務には変更は生じません。

【国税庁ホームページ】（随時最新情報に更新します。）
令和７年度税制改正による所得税の基礎控除の見直し等について
（https://www.nta.go.jp/users/gensen/2025kiso/index.htm）
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支部長・委員長合同会議

魅力向上プロジェクト
令
和
７
年
５
月
１
日
に
「
魅

力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
設

置
さ
れ
、
お
お
よ
そ
月
１
回
程

度
の
頻
度
で
「
魅
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

７
月
２
日
㈬
に
法
人
会
会
館

に
お
い
て
、
第
４
回
目
を
開
催
。

会
員
メ
リ
ッ
ト
の
明
確
化
や
事

業
運
営
の
最
適
化
、
退
会

防
止
や
加
入
促
進
の
仕
組

み
づ
く
り
等
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

７
月
28
日
㈪
に
は
、
同

所
に
お
い
て
、
第
５
回
目

を
開
催
。
支
部
運
営
や
事

業
イ
ベ
ン
ト
設
営
方
法
、

そ
の
内
容
等
の
改
善
に
つ

い
て
、
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
25
日
㈪
同

所
に
お
い
て
、
第
６
回
目

を
開
催
し
、
会
員
向
け
情

報
の
発
信
方
法
等
に
つ
い
て
、

様
々
な
角
度
か
ら
魅
力
向
上
へ

の
取
組
と
し
て
の
業
務
改
革
の

検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
９
月
26
日
㈮
に
は
、

第
７
回
目
の
会
議
が
同
所
で
開

催
さ
れ
、
会
員
入
会
・
退
会
対

応
に
つ
い
て
の
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
７
月
24
日
㈭
、

ホ
テ
ル
丸
治
に
お
い
て
、「
支

部
長
・
委
員
長
合
同
会
議
」

に
31
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
議
で
は
、⑴
支
部
の
運

営
及
び
会
員
増
強
等
へ
の
取

組
に
つ
い
て
⑵
委
員
会
運
営

及
び
検
討
テ
ー
マ
等
に
つ
い

て
⑶
当
会
の
今
後
の
会
議
・

行
事
等
に
つ
い
て
等
の
説
明

が
あ
り
、⑷
魅
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
状

況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
支
部
長
分
科
会
・

委
員
長
分
科
会
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
現
状
と
今
後
の
改

善
点
等
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
、
会
場
を
移

動
し
、
懇
親
会
を
開
催
し
、

親
睦
を
深
め
盛
況
の
う
ち
に

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

新会員紹介（令和７年６月〜令和７年８月入会）

所 属 支 部 法 人 名 代 表 者 住 　 所 Ｔ Ｅ Ｌ 業 種 名
細谷戸祭支部 神　山　浩　幸 　　同　左 宇都宮市中戸祭１－２－４ 070-6647-3513 貸事務所業 
マロニエ支部 シン・ケン工業 NOMA LIEZL TANAMOR 宇都宮市関堀町３８４ 080-9995-0613 土木工事業
駅 東 支 部 (同)フリーフライト 佐　川　義　春 宇都宮市東宿郷４－４－６ 090-5318-4040 食堂、レストラン
石井横田支部 輝電工業(株) 大　木　喬　介 宇都宮市下栗町２７７７－１３ 080-1173-0143 一般電気工事業 

(株)オネスト 井　上　敏　徳 宇都宮市東横田町６４－２ 028-612-8677 そば・うどん店 
(株)匠家ホーム 服　部　　　健 宇都宮市屋板町４０５－２１ 028-612-7460 その他の建物サービス業 

陽南幕田支部 ＺＥＲＯ ＳＥＣＵＲＩＴＹ(株) 髙　林　和　也 宇都宮市双葉１－１１－５ 宇電工ビル２F 028-678-9495 警備業 
さ く ら 支 部 (株)平成リサイクルセンター 三　品　隆　士 鹿沼市富岡４４７ 0289-64-3736 産業廃棄物収集運搬業 

(株)ＯＪＳ 小　山　浩　孝 宇都宮市鶴田町３５６－１ ＲＤＫ第１ビル１０２ 028-678-5801 その他の機械器具小売業 
西原花房支部 寿企業開発（株） 大　武　良　枝 宇都宮市花房本町５－９ 028-633-4849 貸事務所業 
馬場宮園支部 (株)ノスデザイン 福　士　拓　海 下都賀郡壬生町国谷３２２－２９８ 080-3260-9820 建築工事業

(株)マノーラ・インターナショナル サマラウィーラゲ イシャーラ 鹿嶋市宮下５－２－７ 080-5382-9025 一般土木建築工事業 
(株)かんぽ生命保険 宇都宮支店 平　野　純　一 宇都宮市馬場通り４－１－１ うつのみや表参道スクエア４階 028-678-3834 生命保険業

中 央 支 部 (株)キッズコーポレーション 釜　野　晋　史 宇都宮市中河原町３－１９ 宇都宮セントラルビル８階 028-638-7010 保育所 
元睦(株) 頼　　　珮　如 宇都宮市中河原町１－７ 080-1260-2708 不動産管理業 
(株)ＳＵＲＡＮＩ KC  SHANKAR 宇都宮市中河原町１－７ 元睦ビル１Ｆ 080-7999-0620 織物・衣服・身の回り品小売業 

雀 宮 支 部 花の木葬祭 今　泉　万　里 宇都宮市雀の宮４－９－１０ 028-612-3220 葬儀業 
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役
員
合
同
会
議

船田石井横田支部長 川人駅東支部長 関御幸平出副支部長 大塚マロニエ支部長 礒細谷戸祭支部長

田嶋北支部長 小林中央支部長 関口馬場宮園支部長 塩濱西原花房支部長 金柿さくら支部長 石井陽南幕田支部長

小林税制委員長 轟広報委員長 菊地研修委員長 石井組織委員長 礒総務委員長

各委員会
健康経営
青年・女性部会
魅力向上プロジェクト

各 支 部

黒本会長

吉田魅力向上
プロジェクトリーダー

小杉女性部会長 佐藤青年部会長 若月健康経営委員長 関社会貢献活動委員長 木内厚生委員長

横堀上河内支部長 公文上三川支部長 五月女河内支部長 小柳雀宮副支部長 矢古宇城山支部長 岡田清原副支部長

令
和
７
年
８
月
７

日
㈭
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

イ
タ
ヤ
に
お
い
て
、

「
役
員
合
同
会
議
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
会

長
・
副
会
長
を
は
じ

め
、
委
員
長
・
支
部
長
・
各
支
部
内
の
委
員
会

委
員
長
・
青
年
部
会
長
・
女
性
部
会
長
が
参
加

し
、
宇
都
宮
税
務
署
幹
部
を
来
賓
に
迎
え
76
名

参
加
で
行
い
ま
し
た
。

黒
本
会
長
、
宇
都
宮
税
務
署
能
勢
署
長
の
あ

い
さ
つ
後
、
出
席
副
会
長
自
己
紹
介
、
令
和
７

年
度
の
支
部
、
委
員
会
並
び
に
部
会
運
営
に
つ

い
て
、
各
委
員
会
（
総
務
・
組
織
・
厚
生
・
研
修
・

税
制
・
広
報
・
社
会
貢
献
活
動
の
７
委
員
会
）・

青
年
部
会
長
・
女
性
部
会
長
等
か
ら
活
動
状
況

報
告
並
び
に
今
後
の
活
動
予
定
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
18
支
部
の
支
部
長
等
か
ら
各
支
部

に
お
け
る
会
員
増
強
活
動
や
福
利
厚
生
制
度
の

役
員
加
入
率
向
上
策
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
魅
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

吉
田
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
検
討
状
況
等
の
報
告
、

事
務
局
か
ら
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
説
明
後
、

会
議
が
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
移
動
し
、
立
食
に
よ
る
懇

親
会
を
開
催
し
、
支
部
間
の
活
動
情
報
等
交
換

を
行
っ
た
後
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
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時局講演会

日
本
経
済
の
現
状
と
展
望

長
濱 

利
廣 

氏

講師の長濱利廣氏

株
式
会
社 

第
一
生
命
経
済
研
究
所

　
　
経
済
調
査
部
　
主
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

（
公
社
）
宇
都
宮
法
人
会
主
催
、
関
東
信

越
税
理
士
会
宇
都
宮
支
部
・
下
野
新
聞
社

後
援
に
よ
る
時
局
講
演
会
が
９
月
９
日
㈫
、

午
後
６
時
か
ら
ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮
に
46
名

の
聴
衆
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

1 

金
融
市
場
動
向

⑴
日
経
平
均
は
景
気
敏
感
銘
柄
の

　世
界
代
表

日
経
平
均
株
価
は
輸
出
関
連
の
製
造
業

の
ウ
ェ
ー
ト
が
大
き
い
。
よ
り
世
界
的
な

景
気
に
敏
感
に
影
響
を
受
け
る
の
で
、
そ

れ
だ
け
変
動
が
大
き
く
な
る
。
現
在
、
日

経
平
均
株
価
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
そ

の
背
景
に
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
３
つ
あ

る
。①
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
霧
が
晴
れ
た
。②

ア
メ
リ
カ
の
利
下
げ
観
測
が
強
ま
っ
て
い

る
。③
日
本
国
内
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
意
外
と
強
い
。

し
か
し
、今
後
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
い
き
、

先
行
き
は
警
戒
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

⑵
日
本
株
は
半
導
体
に
引
っ
張
ら
れ
る

現
在
、
世
界
経
済
で
成
長
し
て
い
る
分

野
は
生
成
Ａ
Ｉ
関
連
。
日
経
平
均
株
価
は

輸
出
関
連
の
製
造
業
の
ウ
ェ
ー
ト
が
大
き

い
の
で
半
導
体
の
サ
イ
ク
ル
の
影
響
を
か

な
り
受
け
る
。
サ
イ
ク
ル
は
各
国
の
半
導

体
の
出
荷
の
伸
び
か
ら
在
庫
の
伸
び
を
引

い
た
も
の
で
わ
か
る
。
今
は
全
般
的
に
サ

イ
ク
ル
が
好
転
し
て
き
て
い
る
の
で
日
本

株
も
上
が
り
や
す
い
。
し
か
し
、
ず
っ
と

高
止
ま
り
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
注
意
が

必
要
。

2 

米
経
済
は
底
堅
い
の
か
？

　〜
弱
く
な
っ
た
雇
用
統
計
〜

今
後
最
大
の
注
目
は
関
税
の
影
響
が
ど

の
く
ら
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
程
度
影

響
す
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
ア
メ
リ

カ
の
経
済
が
ど
う
な
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。
ど
う
予
測
す
る
か
と
い
う
と
、
今

回
の
ト
ラ
ン
プ
関
税
は
２
回
目
な
の
で
、

前
回
の
２
０
１
８
年
の
ア
メ
リ
カ
経
済
の

動
き
が
非
常
に
参
考
に
な
る
。
最
も
注
目

さ
れ
る
デ
ー
タ
の
雇
用
統
計
で
比
較
す
る

と
、
今
年
の
５
月
く
ら
い
か
ら
関
税
の
影

響
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
始
め
て
い
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
利
下
げ
も

正
当
化
さ
れ
、
今
年
３
回
の
利
下
げ
が
織

り
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
雇
用
が

悪
く
な
っ
て
も
イ
ン
フ
レ
が
下
が
ら
な
い

と
簡
単
に
利
下
げ
は
で
き
な
い
。
今
ア
メ

リ
カ
の
イ
ン
フ
レ
は
高
い
の
で
、
イ
ン
フ

レ
が
落
ち
着
い
て
こ
な
い
と
利
下
げ
は
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

3 

今
後
の
経
済
の
見
通
し

⑴
今
回
も
お
そ
ら
く
日
本
は
景
気
後
退

前
回
、
日
本
は
直
接
追
加
関
税
は
か
け

ら
れ
て
い
な
い
が
景
気
は
後
退
し
た
。
そ

れ
は
輸
出
の
４
割
が
ア
メ
リ
カ
と
中
国
向

け
で
あ
り
、
米
中
が
喧
嘩
し
て
日
本
か
ら

の
輸
出
が
減
っ
た
た
め
生
産
が
落
ち
込
ん

だ
か
ら
。
今
回
は
直
接
関
税
を
か
け
ら
れ

て
い
る
の
で
景
気
後
退
は
免
れ
な
い
。
し

か
し
、
景
気
後
退
は
比
較
的
軽
微
な
も
の

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
中
間

選
挙
に
備
え
て
相
当
な
景
気
の
テ
コ
入
れ

を
す
る
の
で
景
気
後
退
も
軽
微
に
な
る
。

今
年
の
後
半
か
ら
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
が
、

遅
く
て
も
来
年
後
半
に
は
回
復
局
面
に
入

る
と
考
え
ら
れ
る
。
景
気
後
退
と
い
う
と

身
構
え
て
し
ま
う
が
「
実
感
な
き
景
気
後

退
」く
ら
い
の
状
況
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

⑵
ト
ラ
ン
プ
関
税
で
イ
ン
フ
レ
率
も

　低
下
の
可
能
性

ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
で
世
界
経
済
が

悪
く
な
る
。
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
経
済
が
悪

く
な
る
と
利
下
げ
す
る
。
そ
う
な
る
と
ド

ル
安
円
高
が
進
み
輸
入
物
価
が
安
く
な
る
。

為
替
に
関
係
な
く
世
界
経
済
が
悪
く
な
る

と
原
油
や
穀
物
と
い
っ
た
も
の
も
下
が
る
。

そ
し
て
関
税
が
課
さ
れ
る
と
世
界
中
で
ア

メ
リ
カ
に
輸
出
が
し
に
く
く
な
る
。
そ
れ

が
余
る
と
輸
入
の
価
格
が
下
が
り
や
す
い
。

ま
た
、
国
内
で
は
教
育
無
償
化
・
ガ
ソ
リ

ン
の
暫
定
税
率
の
廃
止
が
入
っ
て
く
れ
ば
、

そ
れ
も
物
価
が
下
が
る
サ
イ
ン
。
徐
々
に

イ
ン
フ
レ
率
が
下
が
っ
て
く
る
の
で
、
そ

う
な
る
と
庶
民
の
生
活
と
し
て
は
そ
ん
な

に
深
刻
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

4 

政
局
の
影
響

自
民
党
は
大
き
く
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
ら
れ
る
。
主
流
派
は
リ
ベ
ラ
ル
寄
り

の
財
政
タ
カ
（
緊
縮
財
政
）、
非
主
流
派
は

保
守
の
財
政
ハ
ト
（
積
極
財
政
）。
候
補
者

で
リ
ベ
ラ
ル
財
政
タ
カ
の
最
有
力
は
小
泉

氏
、
次
点
で
林
氏
。
保
守
財
政
ハ
ト
で
最

有
力
は
高
市
氏
、
次
点
は
小
林
氏
と
茂
木

氏
。
可
能
性
が
高
い
の
が
リ
ベ
ラ
ル
財
政

タ
カ
で
前
回
の
よ
う
な
ボ
ロ
が
出
な
け
ば

小
泉
氏
か
。
前
回
と
違
う
の
は
少
数
与
党

で
あ
り
、
維
新
と
の
連
携
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
だ
。
た
だ
そ
う
な
る
と
国
民
の
意

向
と
は
逆
に
い
く
。
自
民
党
は
こ
れ
か
ら

徐
々
に
衰
退
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

政
局
は
こ
れ
か
ら
不
確
実
性
が
高
く
な
っ

て
い
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
政
局
が
ど
う

な
る
か
は
大
き
な
カ
ギ
を
握
っ
て
く
る
。

ま
と
め
る
と
、
今
年
の
後
半
か
ら
来
年

の
前
半
に
か
け
て
日
本
の
景
気
は
実
感
は

少
な
い
が
後
退
し
て
い
く
。
来
年
の
半
ば

か
ら
後
半
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
持
ち
直

し
に
よ
り
日
本
経
済
も
引
っ
張
ら
れ
少
し

良
く
な
る
。
う
ま
く
い
け
ば
実
質
賃
金
も

プ
ラ
ス
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
政
策
的

に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
材
料
は
今
の
と
こ
ろ
な

い
。
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企 業 紹 介

［城山支部］大豆乃館 ［陽南幕田支部］江曽島整骨院

［石井横田支部］栃木フジセット株式会社 ［河内支部］株式会社 日本栄養給食協会

□住所：宇都宮市江曽島町1096-1　□ＴＥＬ：028-306-0289
□ＵＲＬ：https://www.esojima-seikotsuin.net
□事業種：整骨院

「身体の痛みを我慢していませんか？」
江曽島整骨院では「ハイボルト」による電気施術や骨盤矯正、
運動療法を組み合わせて一人ひとりの状態にあわせた丁寧な施
術を心がけています。捻挫・打撲・骨折などの急性外傷から、慢
性の肩こり・腰痛・産後の不調まで、幅広く対応。
平日20時まで、土曜18時まで診療しており、お仕事帰りにも
通いやすい環境を整えております。今後も地域の皆様の「元気
で動ける毎日」をサポートする整骨院として、真摯に取り組んで
まいります。

院長／大　垣　雄　佑

□住所：宇都宮市問屋町3172-45
□ＴＥＬ：028-656-3411　□ＦＡＸ：０２８‐６５６‐３４２６
□ＵＲＬ：https://www.t-fujiset.co.jp
□事業種：家具卸・小売業
■日本家具卸業組合（NKK）宇都宮店
□ＴＥＬ：028-656-8832　□営業時間：9：30～18：30
□定休日：毎週水曜日 （祝日は休まず営業）

代表取締役／吉　澤 　正　雄

□住所：宇都宮市下岡本町4105
□ＴＥＬ：028-673-7221　□ＦＡＸ：０２８‐６７３‐６７５３
□ＵＲＬ：https://nekk.co.jp　□事業種：給食受託サービス

栃木県内でインテリア・家具をお探しならば、ぜひご来店・
ご来社ください。お気に入りのインテリア・家具、こだわりの
インテリア・家具を見つけるお手伝いをさせていただきます。
また、NKK店舗では家具の修理・イスの張替えを承ります。
思い出の家具・お気に入りのインテリアをリフレッシュ！お見
積もりは無料です。お気軽にご相談ください。

代表取締役／橋　本　正　行

（栃木フジセット内）
宇都宮店

私たちの目指すキーワードは「オンリーワン」に尽きます。
その分野は「健康」「文化」に限っていますが、常に我が社な
らではのオリジナリティーを意識した経営をしています。
県内初の「宅配治療食」をはじめ、環境白書に掲載された
「食循環システム（やさいくる活動）」や、日本一の「匠選極
ソフトもめん豆腐」と多岐にわたる「オンリーワン」を実践し
てきました。そして、給食受託事業を主たる業務としています
が、その周辺事業や関連事業も成長させてきました。これから
も「オンリーワン」の実践を通してお客様に価値を提供し続け
るため、常にチャレンジしていきたいと考えております。

［本　　　店］□住所：宇都宮市下岡本町4228 柿沼ビル１F
　　　　　　　□ＴＥＬ：028-671-1802
［ＬＯＴＵＳ３］□住所：宇都宮市錦2-6-15 錦コーポ１F
　　　　　　　□ＴＥＬ：028-612-1551
［大谷豆腐店］□住所：宇都宮市大谷町1297-1
　　　　　　　□ＴＥＬ：028-307-9138
□ＵＲＬ：https://daizunoyakata.jp　□事業種：大豆加工食品製造・販売

大豆乃館では良質な国産在来種の大豆、天然のにがり、鬼怒
川水系の伏流水を使用した豆腐を製造、販売しています。消泡
剤は使用せず、職人が一丁一丁丹精込めて作っています。豆腐
作りを通じ、一人でも多くの方に笑顔をお届けできるように、こ
れからも精いっぱい頑張ってまいります。

代表／大　谷　洋　二
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企 業 紹 介

［マロニエ支部］株式会社 元重建設

［清住塙田支部］宇都宮東武ホテルグランデ［駅東支部］有限会社 清水空調

［雀宮支部］英会話スクール バナナキッズ

□住所：宇都宮市今泉町435番地
□ＴＥＬ：０２８‐６２１‐０６４５　□ＦＡＸ：０２８‐６２２‐６９０７
□ＵＲＬ：motoshige.co.jp　□事業種：建設業、工芸品販売

弊社は設立65周年を迎える地域密着型の総合建設会社です。
これまで住宅や公共工事をはじめ、リフォームや耐震改修など
幅広い施工を手掛け、世代を超えてお客様との信頼関係を築い
てまいりました。
近年は新規事業として「M&M DESIGN WORKS TOCHIGI」を立

ち上げ、鹿沼組子の照明や大谷石を組み合わせたデザインウォ
ールなど、伝統工芸と建築を融合させた空間づくりを提案して
います。さらに本社１階に開設したギャラリー＆ショップを通じ、
地域の文化や魅力を発信し、建設業の枠を超えた新しい価値を
創造しています。

代表取締役／田　仲　重　啓

□住所：宇都宮市本町5-12
□ＴＥＬ：０２８‐６２７‐０１１１　□ＦＡＸ：０２８‐６４３‐２１２１
□ＵＲＬ：https://www.tobuhotel.co.jp/utsunomiya　□事業種：宿泊業

宇都宮東武ホテルグランデ（株式会社東武ホテルマネジメン
ト）は、宇都宮市街地中心部に位置し、総客室数149室、料飲施
設（カフェレストラン オアシス・日本料理 簾・鉄板焼 下野・中
国料理 竹園）、宴会場を有するシティホテルです。市内はもち
ろん日光・那須・益子・ツインリンクもてぎ・あしかがフラワー
パークなど県内各地への交通アクセスが良く、餃子・カクテル・
ジャズ・日本遺産として認定された大谷石文化を楽しむ街歩き
や、ビジネス・出張・旅行・観光の宿泊拠点として便利です。

総支配人／蓑　輪　明　夫

［本　社］□住所：宇都宮市東峰町3442-33
　　　　　□ＴＥＬ：028-660-5828
［事務所］□住所：宇都宮市陽東8-19-28
　　　　　□ＴＥＬ：028-660-6540
□事業種：空気調和・各種ダクト工事一式

弊社は主に工場でのダクト工事を行っております。工場で働
く人にとって、日々の作業環境は非常に重要です。その中でも空
気の流れや温度管理は、作業効率や健康に大きな影響を与えま
す。工場のダクトはそのような環境を整えるために不可欠な設
備です。作業員の皆様の快適で安全な作業環境を実現するため、
今後も丁寧な作業を行っていきたいと考えております。

代表取締役／清　水　　 一

□住所：［本社・雀宮校］宇都宮市雀の宮 7-1-1
　　　　［戸祭校］宇都宮市戸祭 3-4-15 スーパーカルナ戸祭店敷地内
□ＴＥＬ：028-654-2833　□ＦＡＸ：０２８‐９０８‐４６３３
□ＵＲＬ：https://www.bananakids.jp　□事業種：英会話スクール

弊社は、雀宮に本校があり、直結のスクールとして戸祭校、その他、
県内外の30園のこども園、幼稚園、保育園等で、正課内レッスンや課
外レッスンを担当させて頂いております。幼児から小学１年生対象の
クラスまでは、必ず日本人講師と外国人講師が２名でレッスンを担当
します。外国人講師の質問に耳を傾けながら、理解が難しいと思われ
る箇所では、日本人講師がこども達に質問しながら理解を深めるとい
うサポートが入ります。その後のレベルからは、外国人講師のみが担
当します。レッスンの対象者は、２歳児～高校生までです。長期に渡り、
弊社に通ってくれているこども達が沢山いることが私達の誇りです。

代表取締役／青  柳  久 視 子
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健全な経営、正しい納税、社会に貢献 健全な納税者の団体・良き経営者を目指す者の団体…それが法人会です。
この10月から12月は会員増強運動月間です。

会員の皆様の近くに未加入の会社がありましたら、ぜひ法人会への加入をお勧めください。

会員増強運動 推進中!!入って良かった
法人会を目指します!

1 法人会に加入すると異業種との交流や社会的評価が高まり、企業の繁栄が図れます。
2 健全な納税者として税務署の信頼が得られます。
3 法人会活動を通し、地域社会へ貢献ができます。

役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名 役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名
担当副会長 中 央 宮　本　隆　昌 ㈱宮本印刷 委　　 員 西ブロック 金　柿　説　生 ㈲石川印刷所
委 員 長 細 谷 戸 祭 礒　　　賢　次 ㈲大礒開発 北ブロック 田　嶋　富　夫 ㈱宝栄
副 委 員 長 後 日 決 定 河内ブロック 公　文　達　則 ㈱伊藤鶏卵
委　　 員 東ブロック 関　本　順　一 ㈱ジョウソ― 青 年 部 会 辻　　　善　文 ㈱辻由

中ブロック 関　口　和　良 ㈱銘茶関口園 女 性 部 会 篠　崎　みのり ㈱ネットコア

総 務 委 員 会 公益法人の基準に沿った適正な会運営を推進するとともに、会財政の健全化と業務の
効率化、デジタル化に取り組んでいます。

役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名 役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名
担当副会長 西 原 花 房 吉　田　恭　平 ㈱ダイニチ総合プランニング 委　　 員 馬 場 宮 園 鈴　木　雄　一 ㈱スズタメ
委 員 長 陽 南 幕 田 石　井　弘　之 ㈱無限開発 中　　　 央 德　原　龍　樹 ㈲アーバンエルシー
副 委 員 長 さ　く　ら 青　木　克　介 ㈱アオショー 北 伊　原　　　修 ㈱大高商事
委　　 員 細 谷 戸 祭 中　村　邦　彦 K ＆ N ジャパンフード㈱ 清　　　 原 宇都宮　　　綾 宇都宮塗料工業㈱

マ ロ ニ エ 酒　井　　　誠 ㈱酒井建築設計事務所 城　　　 山 大久保　裕　之 ㈱大久保
御 幸 平 出 平　出　　　直 ㈲エス・アンド・エス設計 雀　　　 宮 野　沢　吾　郎 ㈲末広電子産業
駅　　　 東 鈴　木　修　司 日本コンピューターシステムサービス㈱ 河　　　 内 間　島　良　二 間島電設㈱
石 井 横 田 栗　原　秀　人 藤﨑印刷㈱ 上　三　川 白　石　純　也 白石環境㈱
陽 南 幕 田 千　秋　直　紀 ㈱栃木銀行陽南支店 上　河　内 赤　羽　和　久 アース自動車㈱
西 原 花 房 塩　濱　茂　夫 ㈲エスケーエーコンサルタンツ 青 年 部 会 澤　畑　敦　史 ㈲アサヒ冷熱
西 原 花 房 佐　藤　郭　行 栃木ミサワホーム㈱ 女 性 部 会 玉　野　京　子 ㈱八興
清 住 塙 田 神　宮　　　厚 日神工業㈱

組 織 委 員 会 法人会活動の充実のために、『会員増強運動』や『退会防止運動』など会員数純増の
ための取り組みを実施しています。

役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名 役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名
担当副会長 清 住 塙 田 町　田　卓　大 ㈱町田建塗工業 委　　 員 馬 場 宮 園 板　橋　弘　志 ㈱一福来
委 員 長 御 幸 平 出 菊　地　正　幸 宇都宮酒造㈱ 中　　　 央 目加田　功　士 ㈲目加田酒店
副 委 員 長 西 原 花 房 佐　藤　健　成 佐藤防災サービス㈱ 北 桜　井　啓　一 ㈱新生工業
委　　 員 細 谷 戸 祭 戸　林　裕　隆 ㈱トチギ旅行開発 清　　　 原 岡　田　源　一 ㈲岡田商事

マ ロ ニ エ 名　村　史　絵 三信電工㈱ 城　　　 山 坂　本　静　和 バーンストーン㈱
駅　　　 東 阿久津　雄　一 ㈱阿久津基礎 雀　　　 宮 大　勝　規　雄 ㈲あかくろ
石 井 横 田 船　田　雅　弘 コクヨ北関東販売㈱ 上　三　川 櫻　井　仙　長 ㈱アール・ティー・シー
陽 南 幕 田 浅　見　孝　志 ㈱福原建設 上　河　内 岡　本　一　夫 ㈲タカオカ銘木店
さ　く　ら 淀　川　佳　紀 ㈱淀川 青 年 部 会 大　柿　共　矢 邦和理工㈱
清 住 塙 田 高　岩　英　晴 ㈱新三 女 性 部 会 名　村　史　絵 三信電工㈱

研 修 委 員 会 『時局講演会』や『秋季講演会』を中心に会員企業向けや一般市民向けなどの研修会、
講演会を実施しています。

役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名 役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名
担当副会長 中　　　 央 宮　本　隆　昌 ㈱宮本印刷 委　　 員 中　　　 央 中　村　明　宏 ㈲中村
委 員 長 細 谷 戸 祭 轟　　　久　敬 日豊工業㈱ 北 床　井　健　一 ㈱きくや酒店
副 委 員 長 駅　　 東 小　杉　恵　子 ㈱簗瀬 清　　　 原 岡　﨑　　　薫 ㈲鬼怒川理水サービス

馬 場 宮 園 竹　川　哲　夫 ㈱タケカワ 城　　　 山 恩　田　澄　江 ㈲ユーアンドエス
委　　 員 マ ロ ニ エ 田　嶋　久登志 ㈲ララ・ドリーム 雀　　　 宮 佐　藤　義　晴 ㈱エム・プロダクト

御 幸 平 出 松　本　孝　明 藤井産業㈱ 河　　　 内 後　藤　　　甫 ㈲後藤豊吉商店
石 井 横 田 上　野　拓　也 ㈱上野 上　三　川 谷　中　久　志 谷中興産㈱
陽 南 幕 田 安　野　嘉　政 ㈱ヤスノプランニング 上　河　内 飯　沼　貞　臣 ㈲上河内精機製作所
さ　く　ら 橋　本　浩　一 ㈱橋本広芸社 青 年 部 会 〃 〃
西 原 花 房 菊　池　秀　夫 旭精器㈱ 女 性 部 会 中　村　和　子 ㈱アクティチャレンジ
清 住 塙 田 伴　　　　　靖 ㈱綜合印刷

広 報 委 員 会 法人会の知名度アップや組織強化のために、広報誌『宮びと』やホームページを通じて、
法人会活動や様々な税務情報を分かりやすく発信しています。

委 員 会 紹 介令 和７・８年 度  
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健全な経営、正しい納税、社会に貢献 健全な納税者の団体・良き経営者を目指す者の団体…それが法人会です。
この10月から12月は会員増強運動月間です。

会員の皆様の近くに未加入の会社がありましたら、ぜひ法人会への加入をお勧めください。

会員増強運動 推進中!!入って良かった
法人会を目指します!

1 法人会に加入すると異業種との交流や社会的評価が高まり、企業の繁栄が図れます。
2 健全な納税者として税務署の信頼が得られます。
3 法人会活動を通し、地域社会へ貢献ができます。

役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名 役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名
担当副会長 清 住 塙 田 増　渕　　　薫 ㈱暁工務店 委　　 員 西 原 花 房 今　井　　　裕 佐藤商事㈱
委 員 長 中　　　 央 小　林　正　明 ㈱玉清堂 清 住 塙 田 増　渕　宏　和 ㈱増渕石材商店
副 委 員 長 細 谷 戸 祭 熊　本　泰　久 ㈱熊本重車輌 馬 場 宮 園 齋　藤　高　宏 斉藤商事㈱

上　三　川 古　口　勇　二 ㈱古口工業 北 佐　藤　　　靖 パスキン工業㈱
委　　 員 マ ロ ニ エ 大　関　国　明 ㈱ダイショウ 清　　　 原 水　沼　孝　夫 ㈱インターセック

御 幸 平 出 矢　治　和　之 ㈱ロココ企画装飾 城　　　 山 荒　井　規　雄 キョウセイ㈱
駅　　　 東 青　木　一　憲 青木紙業㈱ 雀　　　 宮 関　口　日出夫 ㈱むつみ
石 井 横 田 小　沼　正　則 絆アセットマネジメント㈱ 上　河　内 原　田　孝　教 ㈱ AD らぼ
陽 南 幕 田 福　田　一　也 ㈱なないろ広告社 青 年 部 会 安　藤　篤　史 ㈱安藤設計
さ　く　ら 田　中　正　夫 ㈲材木町事務所

税 制 委 員 会 会員企業の声である『税制改正アンケート』を全法連へ報告し、提言書を基に、市長
や議会、関係官庁へ提言活動を行っています。

役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名 役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名
担当副会長 さ　く　ら 上　野　勝　弘 上陽工業㈱ 委　　 員 西 原 花 房 明　賀　一　博 ㈲マルミ
委 員 長 さ　く　ら 木　内　裕　祐 ㈱五光 清 住 塙 田 小　堀　光　生 ㈱栃木保険
副 委 員 長 馬 場 宮 園 﨑　尾　　　肇 ㈱コアミ計測機 中　　　 央 石　島　　　洋 中央総研㈱

青 年 部 会 福　田　　　克 宇都宮文化センター㈱ 北 寺　﨑　幸　也 ㈱栃木県共立自動車学校
委　　 員 細 谷 戸 祭 山　本　孝　雄 ㈲八百熊商店 清　　　 原 髙　松　智　之 ㈲ファーストコーポレーション

マ ロ ニ エ 田　仲　重　啓 ㈱元重建設 清　　　 原 増　山　健　生 増山貨物自動車㈱
マ ロ ニ エ 黒　澤　佳　樹 東栄設備工業㈱ 城　　　 山 中　山　紀　子 イベントワーク㈱
御 幸 平 出 岡　崎　善　胤 ㈱不二ドライ 雀　　　 宮 飯　村　公　貴 ㈱アンカーエージェント
御 幸 平 出 田　中　一　裕 日東燃機工業㈱ 上　三　川 保　坂　昌　宏 ㈱ Hosaka
駅　　　 東 永　井　京　子 永伝創㈱ 上　河　内 横　堀　　　肇 ㈲横堀樫材店
石 井 横 田 藤　田　伸　之 栃木小松フォークリフト㈱ 女 性 部 会 野　澤　美由紀 Ａ－ＬＩＮＥ ㈱
陽 南 幕 田 入　谷　利　英 宮パーツ㈱

厚 生 委 員 会 『１社でも多く会員企業を守りたい』という理念のもと、法人会福利厚生制度の推進
活動を行う他、健康診断の補助事業で経営者・従業員の健康をサポートしています。

役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名 役 　 職 所 属 支 部 氏 　 名 法 人 名
担当副会長 さ　く　ら 横　松　宏　明 ㈱横松建築設計事務所 委　　 員 馬 場 宮 園 田　嶋　宏　章 ㈱ホテルニューイタヤ
委 員 長 御 幸 平 出 関　　　喜　一 マロニエ交通㈱ 中　　　 央 小　花　伸　子 小花塗装㈱
副 委 員 長 清 住 塙 田 福　田　治　久 ㈱丸治 北 荒　井　大三郎 ㈲宇都宮動物園
委　　 員 細 谷 戸 祭 安　藤　寛　樹 ㈱安藤設計 清　　　 原 川　上　勝　己 ㈱エルフ

マ ロ ニ エ 高　田　晋　一 ㈱タカヤ商事 城　　　 山 柴　田　昌　志 （一財）栃木県青年会館
駅　　　 東 大　塚　明　男 ㈲大塚工務店 雀　　　 宮 小　柳　雄一郎 ㈲小柳商事
石 井 横 田 瓦　井　浩　之 光酸素㈱ 上　三　川 陶　山　貴　司 ㈱スヤマ
陽 南 幕 田 飯　田　真　也 （福）笹の会 上　河　内 手　塚　克　幸 ㈱たいよう足場
さ　く　ら 富久田　美千代 ㈲とちぎ園芸 青 年 部 会 齋　藤　貴　志 ㈱サニクリーン宇都宮
西 原 花 房 檜　山　昌　彦 ㈱うさぎや商店 女 性 部 会 清　水　多美子 ㈲清水空調

社会貢献活動委員会 『チャリティゴルフ大会』を中心に地域に根ざした活動を続けながら、小学校での『租税
教室』等で、税の大切さを発信しています。

委 員 会 紹 介令 和７・８年 度  
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新
部
会
長
あ
い
さ
つ

社
会
貢
献
活
動
委
員
会

今
後
の
主
な
行
事
予
定

●
令
和
７
年
11
月
20
日
・
21
日

「
全
国
青
年
の
集
い（
山
梨
大
会
）」

●
令
和
８
年
２
月
７
日

「
第
８
回
税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」

佐藤靖部会長

■
令
和
７
年
４
月
15
日
㈫

「
第
１
回
委
員
会
」 

ホ
テ
ルニュ
ー
イ
タ
ヤ

■
令
和
７
年
７
月
22
日
㈫

「
第
２
回
委
員
会
」 

ホ
テ
ルニュ
ー
イ
タ
ヤ

■
令
和
７
年
８
月
21
日
㈭

「
第
８
回
税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

　
会
場
下
見
」
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

■
令
和
７
年
９
月
10
日
㈬

「
第
３
回
委
員
会
」
串
焼
き
か
め
や

青年部会会員募集

［事業内容］

［入会資格］

［お問合せ・お申込み］公益社団法人 宇都宮法人会  事務局  TEL：028-648-9466

青年部会は、さまざまな研修会、親睦交流を通じて次代を担う経営者としての資質向上を図り、
法人会の行う事業活動に積極的に参画し、法人会活動の充実と活性化に寄与しています。

★租税教室の開催
★経営者育成セミナーの開催
★税金ウルトラクイズ大会の開催
★全国大会（青年の集い）参加
★チャリティゴルフ大会参加
★宇都宮税務署長表敬訪問
★地域イベントへ出展　など

フェスタmy宇都宮出
店

税金ウルトラクイズ大
会 租税教室講師

宇都宮法人会会員の方で50歳以下
の経営者、またはそれに準じる方。

こ
の
た
び
、

令
和
７
年
６

月
３
日
に
開

催
さ
れ
ま
し

た
青
年
部
会

総
会
に
お
き

ま
し
て
、
青

年
部
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
佐
藤

靖
で
す
。

歴
代
部
会
長
の
皆
さ
ま
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
伝
統
と
想
い
を
し
っ
か
り
と
受

け
継
ぎ
、
青
年
部
会
が
よ
り
活
発
で
意

義
あ
る
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
、
微

力
な
が
ら
全
力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

青
年
部
会
は
、
若
手
経
営
者
や
後
継

者
の
学
び
と
成
長
の
場
で
あ
り
、
同
時

に
法
人
会
活
動
を
支
え
る
重
要
な
組
織

で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、「
租
税
教

育
活
動
」「
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
部
会
員
増
強
」
の
三
つ
を
柱
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

租
税
教
育
で
は
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
租
税
教
室
を
通
じ
て
、
税
の
仕
組

み
や
役
割
、
そ
し
て
「
税
は
思
い
や
り

の
心
で
あ
る
」
と
い
う
本
質
を
伝
え
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健

康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
租
税
教

育
と
並
ぶ
青
年
部
会
の
重
要
な
柱
と
し

て
、
令
和
元
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
取

り
組
み
で
す
。

将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
残
さ
ぬ

よ
う
、「
企
業
の
活
力
向
上
に
よ
る
税

収
の
増
加
」
と
「
適
切
な
医
療
利
用
に

よ
る
医
療
費
の
適
正
化
」
の
二
つ
の
観

点
か
ら
、
２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
掲
げ
、
全
国
の
青

年
部
会
が
主
体
的
か
つ
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
青
年
部
会
も
、「
法
人
会
版

健
康
経
営
宣
言
書
」
の
提
出
促
進
や
好

事
例
の
共
有
を
通
じ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
さ
ら
な
る
普
及
と
定
着
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
青
年
部
会
の
活
性
化
に
向

け
て
「
部
会
員
の
増
強
」
に
も
力
を
入

れ
て
ま
い
り
ま
す
。
事
業
や
交
流
の
機

会
を
通
じ
て
仲
間
の
輪
を
広
げ
て
い
け

る
よ
う
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
積
極

的
な
ご
紹
介
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
青
年
部
会
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
各
支
部
の
皆
さ
ま
並
び

に
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
の
日
程
で
、
社
会
貢
献
活
動
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
８
回
税
金

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
に
つ
い
て
開
催
日
を

令
和
８
年
２
月
７
日
㈯
に
決
定
し
ま
し

た
。
場
所
を
昨
年
の
〝
と
ち
ぎ
健
康
の

森
〞
か
ら
〝
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
〞
に

変
更
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
先
日
現
地

の
下
見
も
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
年

度
も
決
勝
戦
で
は
早
押
し
ク
イ
ズ
形
式

を
採
用
し
た
り
と
、
少
し
で
も
子
ど
も

た
ち
の
実
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
検
討
し
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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食事用エプロン

防水シート入りカバー

作
業
風
景

介
護
用
品
作
製
会

フ
ー
ド
バ
ン
ク
う
つ
の
み
や

食
品
寄
贈

「
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

北
海
道
大
会
」参
加

●
絵
は
が
き
コン
ク
ー
ル
審
査
会
・
表
彰
式

●
新
春
税
務
研
修
会

●
日
帰
り
／
一
泊
研
修
旅
行

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
研
修
会

今
後
の
主
な
行
事
予
定

第19回

税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
応
募
要
項
配
布

第15回

毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
介
護
用
品
作

製
会
を
７
月
９
日
㈬
・
８
月
22
日
㈮
に

小
杉
部
会
長
出
席
の
も
と
総
参
加
者
延

べ
四
十
余
名
で
開
催
し
、
食
事
用
エ
プ

ロ
ン
、
サ
イ
ズ
の
違
う
２
種
類
の
防
水

シ
ー
ト
入
り
カ
バ
ー
合
計
85
枚
を
作
製

致
し
ま
し
た
。
両
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
て
頂
い
た
女
性
部
会
の

方
々
に
ミ
シ
ン
か
け
担
当
、
し
つ
け
担

当
、
ア
イ
ロ
ン
が
け
担
当
等
を
鈴
木
社

会
貢
献
委
員
に
割
振
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
皆
さ
ま
に
は
今
ま
で
も
複
数
回
ご

参
加
頂
い
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
手
際

よ
く
仕
上
げ
る
様
は
、
ま
さ
に
適
材
適

所
に
思
い
ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
暑
さ

の
厳
し
い
中
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
さ
ま
へ
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

（
社
会
貢
献
委
員
長
　
清
水
多
美
子
）

９
月
18
日
㈭
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に

於
い
て
、
全
国
41
都
道
県
4
0
4
会

1
5
9
7
名
の
会
員
が
札
幌
市
に
集
い

ま
し
た
。
大
会
に
先
立
ち
、
情
報
交
換

会
が
開
催
さ
れ
、
全
法
連
女
連
協
で
は
、

「
魅
力
あ
る
女
性
部
会
に
す
る
た
め
に
」

⑴
女
性
部
会
員
を
増
や
す
た
め
に
は

⑵
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
状
況

と
題
し
、
グ
ル
ー
プ
討
議
と
発
表
。

会
場
内
で
は
、「
絵
は
が
き
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
作
品
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
、

第
１
部
伊
藤
亜
由
美
氏
に
よ
る
記
念
講

演「
ス
ト
ー
リ
ー
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」。

第
２
部
大
会
式
典
、
テ
ー
マ
「
自
然
と

女
性
の
活
力
で 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
北
海
道

〜
明
日
を
つ
な
ご
う
！
未
来
に
つ
な
ご

う
！
〜
」。
第
３
部
懇
親
会
開
催
。

宇
都
宮
で
は
、
３
名
の
参
加
者
と
な

り
翌
日
道
内
を
観
光
し
て
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

次
回
は
来
年
４
月
16
日
㈭
に
埼
玉
県

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、
女
性
部
会
員
の

皆
さ
ま
か
ら
、
食
品
や
お

菓
子
な
ど
を
提
供
い
た
だ

き
ま
し
た
。
フ
ー
ド
バ
ン

ク
う
つ
の
み
や
へ
寄
贈
い

た
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
で
15
回
目
の
実
施
と
な
り
、
租

税
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
「
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
募
集

を
７
月
〜
９
月
迄
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
活
動
は
、
租
税
教
室
な
ど
を
通
じ
て

小
学
生
に
〝
税
の
大
切
さ
〞
や
〝
税
の

果
た
す
役
割
〞
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た

だ
き
、
知
識
や
感
想
を
絵
は
が
き
に
す

る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
全
員
に
参
加
賞
を
贈

呈
、
入
賞
作
品
に
関
し
て
は
今
年
も
確

定
申
告
時
期
（
２
月
〜
３
月
）
に
は
宇

都
宮
税
務
署
を
は
じ
め
、
栃
木
銀
行
本

店
・
足
利
銀
行
本
店
・
県
税
事
務
所
等

に
優
秀
作
品
を
展
示
予
定
で
す
。
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理

会

税

士

社
会
保
険
料

「
１
０
６
万
円
の
壁
」撤
廃
へ

厚生労働省HP ●社会保険の加入対象の拡大について
　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000147284_00021.html
　　※負担軽減特例措置の詳細についても上記URL参照
●『「年収の壁について知ろう」あなたにベストな働き方とは？』
　　https://www.mhlw.go.jp/content/001265287.pdf

参考資料参考資料

﹇
文
責
﹈
関
東
信
越
税
理
士
会

　
　
　
　
　
　
宇
都
宮
支
部
　
森
澤
宏
美

令
和
７
年
６
月
13
日
、「
社
会
経
済

の
変
化
を
踏
ま
え
た
年
金
制
度
の
機
能

強
化
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律
」（
年
金
制
度

改
革
法
）
が
成
立
し
、
社
会
保
険
料
に

関
す
る
加
入
要
件
等
が
見
直
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
１
０

６
万
円
の
壁
」
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

社
会
保
険
料
に
関
す
る
年
収
の
壁
に

は
「
１
０
６
万
円
の
壁
」
と
「
１
３
０

万
円
の
壁
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
社
会
保
険
料
の
支
払
い
が
発

生
す
る
ラ
イ
ン
を
示
す
も
の
で
、「
１

０
６
万
円
の
壁
」
は
厚
生
年
金
・
健
康

保
険
に
関
す
る
も
の
、「
１
３
０
万
円

の
壁
」
は
会
社
員
等
の
扶
養
内
で
働
く

配
偶
者
の
国
民
年
金
・
健
康
保
険
に
関

す
る
も
の
で
す

■「
１
０
６
万
円
の
壁
」の
内
容
と
問
題
点

「
１
０
６
万
円
の
壁
」
と
は
、
パ
ー
ト

や
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
く
者
（
短
時

間
労
働
者
）
が
、
年
収
１
０
６
万
円
以

上
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
、
厚
生
年
金
・
健
康
保
険
に
加
入
し
、

保
険
料
が
発
生
す
る
こ
と
を
指
し
ま

す
。

例
え
ば
、
会
社
員
の
妻
の
パ
ー
ト
収

入
が
年
収
１
０
６
万
円
未
満
の
場
合
、

夫
の
み
が
厚
生
年
金
・
健
康
保
険
に
加

入
し
て
保
険
料
を
自
身
で
負
担
し
ま
す

が
、
妻
の
年
収
が
１
０
６
万
円
以
上
で

一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、
妻
も
厚
生

年
金
・
健
康
保
険
の
保
険
料
を
自
身
で

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て

世
帯
と
し
て
の
手
取
額
が
減
少
す
る
こ

と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
手
取
額
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
に

年
収
を
１
０
６
万
円
未
満
に
抑
え
よ
う

と
し
て
、
パ
ー
ト
等
の
就
業
調
整
を
す

る
動
き
が
人
手
不
足
等
に
繋
が
る
と
さ

れ
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
の
年
金
改
革
法
に
よ

り
「
１
０
６
万
円
の
壁
」
が
見
直
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（「
１
３
０
万

円
の
壁
」
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
事

項
と
し
て
見
直
し
に
は
至
ら
ず
）。

■
厚
生
年
金
・
健
康
保
険
の
加
入
要
件

短
時
間
労
働
者
の
厚
生
年
金
・
健
康

保
険
の
加
入
対
象
と
な
る
一
定
の
要
件

と
は
次
の
①
〜
⑤
で
す
。
５
つ
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
場
合
に
、
厚
生
年
金
・

健
康
保
険
の
加
入
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
賃
金
要
件

　
所
定
内
賃
金
が
月
８
８
０
０
０
円

（
年
収
１
０
６
万
円
）
以
上

②
企
業
規
模
要
件

　
従
業
員
数
（
被
保
険
者
数
）
が
51
人

以
上
の
事
業
所
に
勤
務

③
労
働
時
間
要
件

　
所
定
労
働
時
間
が
週
20
時
間
以
上

④
勤
務
期
間
要
件

　
継
続
し
て
２
ヶ
月
を
超
え
て
使
用
さ

れ
る
見
込
み

⑤
非
学
生
要
件

　
学
生
で
は
な
い
こ
と

こ
の
度
成
立
し
た
年
金
制
度
改
革
法

で
は
、①
の
賃
金
要
件
を
、
令
和
７
年

６
月
20
日
（
公
布
日
）
か
ら
３
年
以
内

に
政
令
で
定
め
る
日
に
撤
廃
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
後
は
、
短
時
間

労
働
者
の
年
収
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の

要
件
を
満
た
せ
ば
厚
生
年
金
・
健
康
保

険
の
加
入
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、②
の
企
業
規
模
要
件
に
つ
い

て
も
、
10
年
を
か
け
て
段
階
的
に
撤
廃

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現
行
で

は
「
51
人
以
上
」
と
い
う
企
業
規
模
要

件
を
、
令
和
９
年
10
月
１
日
に
「
36
人

以
上
」、
令
和
11
年
10
月
１
日
に
「
21

人
以
上
」、
令
和
14
年
10
月
１
日
に

「
11
人
以
上
」
と
段
階
的
に
縮
小
し
、

令
和
17
年
10
月
１
日
に
は
完
全
撤
廃
す

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、令
和
17
年
10
月
１
日
に
は
、

５
要
件
の
う
ち
、①
賃
金
要
件
、②
企
業

規
模
要
件
の
２
つ
が
完
全
撤
廃
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
賃
金
要
件
・
企
業
規

模
要
件
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

年
収
「
１
０
６
万
円
の
壁
」
を
意
識
せ

ず
に
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

厚
生
年
金
・
健
康
保
険
の
加
入
要
件
の

ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
短
時
間
労
働
者

も
加
入
し
や
す
く
な
る
た
め
、
自
分
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
働
き
方

が
選
び
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
将
来

の
年
金
額
の
増
額
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
負
担
軽
減
特
例
措
置

年
金
制
度
改
革
法
の
改
正
に
伴
い
新

た
に
加
入
対
象
と
な
る
者
が
増
加
す
る

た
め
、
事
業
主
・
被
保
険
者
の
両
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
負
担
軽
減
特

例
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
特
例
措
置
は
、
従
業
員
数
50
人

以
下
の
企
業
等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て

事
業
主
と
被
保
険
者
で
半
分
ず
つ
負
担

（
労
使
折
半
）
し
ま
す
が
、
こ
の
特
例

措
置
は
、
事
業
主
が
労
使
折
半
を
超
え

て
保
険
料
を
多
く
負
担
し
、
新
た
に
加

入
対
象
と
な
る
短
時
間
労
働
者
で
標
準

報
酬
月
額
が
１
２
６
０
０
０
円
以
下
の

被
保
険
者
の
負
担
分
を
少
な
く
し
ま

す
。
そ
の
際
、
事
業
主
が
追
加
負
担
し

た
分
に
つ
い
て
は
、
国
等
が
最
大
３
年

間
、
全
額
支
援
し
ま
す
。

こ
の
特
例
措
置
を
活
用
す
れ
ば
、
事

業
主
の
追
加
負
担
分
は
３
年
間
国
等
が

全
額
支
援
す
る
た
め
、
結
果
的
に
事
業

主
の
負
担
額
は
増
え
る
こ
と
な
く
、
被

保
険
者
の
負
担
額
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
被
保
険
者
の
負
担
額

が
軽
減
さ
れ
て
も
将
来
の
年
金
額
が
減

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
今
の
人
手
不
足
に
は
ど
の
企
業
も

頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
企
業
に
お
い
て
は
、

事
業
主
・
被
保
険
者
と
も
に
メ
リ
ッ
ト

が
受
け
ら
れ
る
こ
の
特
例
措
置
を
、
人

材
確
保
に
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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健
康
の
お
話

沼
尾 

利
郎

そ
の
咳
、ほ
ん
と
に
風
邪
で
す
か
？

沼
尾
　利
郎

　
　ぬ
ま
お 

と
し
お

日
光
市
生
ま
れ
。
宇
都

宮
高
校
、
獨
協
医
大
卒

業
後
、
米
国
留
学
を
経

て
塩
谷
総
合
病
院
副
院
長
、
国
立
病
院
機
構
宇
都
宮

病
院
院
長
を
歴
任
。
現
在
は
同
病
院
名
誉
院
長
と
し

て
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
診
療
。
専

門
は
呼
吸
器
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
な
ど
。

㈱チェスト／一部改変

38万人

1 

氷
山
の
一
角

「
氷
山
の
一
角
」
と
は
〝
目
に
見
え
て

い
る
の
は
物
事
の
一
部
分
の
み
で
あ
る
〞

こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。
そ
し
て

こ
の
定
型
句
は
、
悪
い
こ
と
（
正
し
く

な
い
こ
と
）
が
陰
に
隠
れ
て
い
る
な
ど

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
フ

レ
ー
ズ
で
す
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、
文
部
科
学
省
の

調
査
で
は
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
は
約

41
万
人
（
小
中
学
校
で
約
34
万
人
、
高

校
で
約
７
万
人
）
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
（
２
０
２
３
年
度
）。
し
か
し
不
登
校

と
は
「
年
間
30
日
以
上
欠
席
し
た
子
供

の
う
ち
、
病
気
や
経
済
的
理
由
以
外
で

休
ん
だ
場
合
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
の

で
、
例
え
ば
登
校
し
て
も
授
業
に
出
ら

れ
ず
保
健
室
で
過
ご
し
て
い
る
場
合
は

出
席
扱
い
と
な
り
不
登
校
に
は
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
な
い
た
め
、「
不
登
校
41
万
人
」

は
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
ず
、
予
備
軍
も

合
わ
せ
れ
ば
発
表
さ
れ
た
数
字
の
何
倍

に
も
な
る
、
と
専
門
家
は
指
摘
し
て
い

ま
す
。

2
む
か
し
肺
気
腫
、
い
ま
C
O
P
D

「
氷
山
の
一
角
」
と
い
え
ば
、
わ
が
国

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

患
者
数
は
５
０
０
万
人
以
上
と
推
定
さ

れ
て
い
る
の
に
治
療
を
受
け
て
い
る
の

は
38
万
人
程
度
し
か
お
ら
ず
（
２
０
２

３
年
）、
実
に
９
割
以
上
の
患
者
さ
ん

は
適
切
な
治
療
を
受
け
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
体
動
時
の
息

切
れ
や
慢
性
の
咳
・
痰
が
主
な
症
状
で

あ
り
、
以
前
は
肺
気
腫
や
慢
性
気
管
支

炎
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

病
気
は
喫
煙
習
慣
の
あ
る
中
高
年
男
性

に
多
く
発
症
す
る
肺
の
生
活
習
慣
病
な

の
で
す
が
、
長
引
く
咳
や
息
切
れ
が
あ

っ
て
も
本
人
は
「
風
邪
を
引
い
た
」「
年

の
せ
い
だ
」
と
自
己
判
断
し
、
受
診
が

遅
れ
て
治
療
に
至
ら
な
い
の
で
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
原
因
の
90
％
以
上
は
喫

煙
で
あ
る
た
め
別
名
「
た
ば
こ
病
」
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
気
管
支
が
慢
性
の

炎
症
を
起
こ
し
た
り
、
酸
素
を
取
り
込

む
肺
胞
が
壊
れ
て
息
が
吐
き
に
く
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
重
症
化
す
る
と
階
段

の
上
り
下
り
や
入
浴
・
着
換
え
な
ど
の

ち
ょ
っ
と
し
た
動
作
で
も
息
切
れ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
進
行
す
る

と
呼
吸
不
全
や
心
不
全
を
起
こ
す
命
に

関
わ
る
病
気
な
の
で
す
。

3 

陸
で
お
ぼ
れ
る
苦
し
さ

以
前
は
有
効
な
薬
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
近
年
で
は
治
療
法
が
進
歩
し
て

お
り
、
ま
ず
は
確
実
に
禁
煙
を
し
た
上

で
気
管
支
を
拡
げ
る
吸
入
薬
が
基
本
と

な
り
ま
す
。
ま
た
症
状
に
応
じ
て
去
痰

薬
を
併
用
し
た
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
肺
炎
球
菌
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
て
感
染
症
予
防
に
努
め
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
一
度
悪
化
し
た
肺
は
完
全
に

健
康
な
状
態
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す

が
、
禁
煙
は
い
つ
始
め
て
も
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

の
進
行
を
緩

や
か
に
す
る
の

で
呼
吸
機
能

の
改
善
が
期

待
で
き
ま
す
。

ヘ
ビ
ー
ス
モ

ー
カ
ー
だ
っ
た

落
語
家
の
桂

歌
丸
さ
ん
は

重
症
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
で
在
宅
酸

素
療
法
を
受

け
て
い
ま
し
た

が
、「
陸

で
お
ぼ
れ

る
よ
う
な

苦
し
さ
」

と
表
現
し

て
い
ま
し

た
。「
楽

屋
か
ら
高

座
（
舞
台
）
の
座
布
団
ま
で
歩
く
だ
け

で
息
切
れ
が
し
て
、
最
初
の
２
〜
３
分

は
し
ゃ
べ
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
」

と
い
う
の
で
す
か
ら
本
当
に
苦
し
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
病
気
は
肺
だ
け
で
な
く
全
身
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
心
筋
梗
塞
や
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、
う
つ
病
な

ど
を
併
発
し
や
す
く
な
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。
２
０
２
２
年
の
栃
木
県
民

の
喫
煙
率
は
19
％
と
上
か
ら
５
番
目
に

高
く
（
全
国
平
均
16
・
１
％
）Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

発
症
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
40
歳

以
上
で
10
年
以
上
の
喫
煙
歴
が
あ
る
方

は
ぜ
ひ
呼
吸
機
能
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
（
胸
部
Ｘ
線
で
早
期
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

を
見
つ
け
る
こ
と
は
ほ
ぼ
で
き
ま
せ

ん
）。
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会
員
の
声

A
I
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

人
間
ら
し
さ
を
追
求
す
る

大
切
さ
を
思
う

発
行
／
公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
　
宇
都
宮
市
鶴
田
2
-2
1
-14
　
T
E
L
0
2
8
-6
4
8
-9
4
6
6
　
h
ttp
://w

w
w
.u
tsu
h
o
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「
A
I
が
人
間
の
仕
事
を
奪
う
」
と

言
わ
れ
る
昨
今
、
た
ま
た
ま
A
I
を

生
業
と
す
る
経
営
者
の
方
と
知
り
合

う
機
会
を
得
た
。
ち
ょ
う
ど
良
い
機

会
と
、
試
し
に
A
I
に
作
文
を
書
い

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
学
生
時
代

を
思
い
出
し
「
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル

部
の
夏
合
宿
中
に
起
き
た
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
き
っ
か
け
で
、
憧
れ
の
先
輩
と

付
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う

筋
書
き
を
依
頼
し
て
み
た
。
登
場
人

物
は
自
分
と
意
中
の
先
輩
、
そ
し
て

2
人
の
友
人
の
名
前
を
入
力
し
た
。

指
示
を
出
す
と
、
間
髪
を
入
れ
ず
ス

ラ
ス
ラ
と
画
面
に
言
葉
が
並
び
始
め

た
。‥
‥
正
直
、
驚
き
だ
っ
た
。
A
I

は
た
っ
た
あ
れ
だ
け
の
情
報
か
ら
ま

る
で
「
行
間
」
を
読
解
し
た
ご
と
く
、

大
雑
把
な
あ
ら
す
じ
は
見
事
に
脚
色

さ
れ
、
い
っ
ぱ
し
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー

リ
ー
が
完
成
し
た
。
し
か
も
、
文
章

は
実
に
自
然
な
言
葉
で
描
か
れ
全
体

の
構
成
も
違
和
感
な
く
、
完
成
ま
で

1
分
と
か
か
っ
て
い
な
い
。
50
代
後
半

に
な
っ
た
頭
で
は
、
当
時
の
瑞
々
し
い

情
感
の
断
片
し
か
思
い
出
せ
な
い
が
、

A
I
は
20
代
の
自
分
が
感
じ
て
い
た

で
あ
ろ
う
「
と
き
め
き
」
を
、
膨
大
な

デ
ー
タ
か
ら
最
適
な
言
葉
を
選
び
出

し
、
あ
た
か
も
経
験
し
た
か
の
ご
と

く
表
現
し
た
。

「
こ
り
ゃ
、
ま
い
っ
た
」
と
思
っ
た
。

人
間
は
A
I
に
言
葉
を
委
ね
る
し
か

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
折
、
ふ
と

戦
前
に
活
躍
し
た
天
才
数
学
者
・
岡

潔
（
お
か 

き
よ
し
）
の
言
葉
を
思
い

出
し
た
。
岡
は
著
書
「
春
宵
十
話
」
の

中
で
こ
う
記
す
。「
人
の
中
心
は
情
緒

で
あ
る
。
数
学
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
と
い
う
と
、
自
ら
の
情
緒
を
外
に

表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
り
出
す

学
問
芸
術
の
一
つ
で
あ
っ
て
、‥
‥
」

人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
そ
れ
は

五
感
を
通
し
、
こ
の
世
界
の
森
羅
万

象
か
ら
得
た
経
験
を
己
の
内
で
慈
し

み
、自
身
の
言
葉
（
岡
の
場
合
は
数
学
）

で
語
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
こ
そ

古
よ
り
伝
わ
る
「
言
霊
」
が
宿
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
A
I
と
共
存
す

る
た
め
に
も
、
あ
ら
た
め
て
人
間
ら

し
さ
を
追
求
す
る
こ
と
を
忘
れ
た
く

な
い
と
思
う
。
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宇都宮法人会  今後の事業予定（主なもの）

10月

10月

10月

11月

11月

11月

11月

８日

16日

22日

４日

５日

６日

７日

新設法人説明会

全法連全国大会高知大会

チャリティゴルフ大会

東中ブロック県外視察研修会

国税局長講演会

決算期別法人説明会

決算期別法人説明会

法人会会館

高知市

宇都宮CC

長野方面

栃木県総合文化センター

護国会館

ベルヴィ宇都宮

月　日 行　　事 会　　場

11月

11月

11月

12月

12月

12月

１月

11日

20日

21日

５日

11日

中旬

14日

秋季講演会

年末調整説明会

全国青年の集い山梨大会

局連女連協合同セミナー

西ブロック県外視察研修会

北ブロック県外視察研修会

新年賀詞交歓会

栃木県総合文化センター

宇都宮市文化会館

甲府市

高崎市

東京方面

未定

宇都宮東武ホテルグランデ

月　日 行　　事 会　　場

宇都宮法人会
インターネットセミナーのご案内

無料公開

■ログインID：0701・パスワード：9466

宇都宮法人会 で検索いただけます検 索

全セミナー約700講座以上
■実務家
■一般経営
■法律
■労務

■税務・財務・経理
■研修・人材育成
■環境・高齢化
■健康・ライフスタイル

■政治経済
■著名人
■パソコン研修
■経営実務研修

新セミナー
続々掲載

秋季講演会
お笑いタレント講 師

栃木県総合文化センター
メインホール

場 所

無料（要予約：宇都宮法人会まで）入場料
1,600名定 員

令和７年11月11日㈫ 日 時
14:00～（開場13:30）

公益社団法人 宇都宮法人会・関東信越税理士会宇都宮支部主催／

山田 邦子 氏
やま だ くに こ
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